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 生徒会総会は、今年度の生徒会活動の内容を審議・決定するために行われます。

言うまでもなく生徒会は、生徒のためにある組織です。皆さんは学校生活を送る

中で、生徒会があってよかったと思ったことはありますか。もし無いのならば、

生徒会活動は必要ないのかもしれません。活動しているのかどうかが分からな

いような生徒会ではなく、生徒が力を合わせて取り組まなければならない時に、

存在感を発揮できる生徒会にぜひしてください。 

 

さて、皆さん一人一人は生徒会の一員であり、主役であります。生徒会は、先

生から与えられた仕事をこなすためにあるのではありません。皆さん一人一人

が、都路中学校での学校生活を、自分たちの手でもっと充実させるために、生徒

会活動をどのように改善したらよいかを考え、行動に移すことが必要です。 

第３５代アメリカ合衆国大統領ジョン・Ｆ・ケネディは、次のように述べてい

ます。「国があなたのために何をしてくれるのかを問うのではなく、あなたが国

のために何を成すことができるのかを問うて欲しい。」  

このケネディの言葉を借りれば、「学校があなたのために何をしてくれるのか

を問うのではなく、あなたが学校のために何を成すことができるのかを問うて

欲しい。」「生徒会があなたのために何をしてくれるのかを問うのではなく、あな

たが生徒会のために何を成すことができるのかを問うて欲しい。」ということで

す。 

 

生徒の皆さん。どうか生徒会活動を通して、ケネディの言葉にあるような「自

分には何ができるのか」という“志の種”を見つけてください。また、生徒会活

動を通して、ＡＩ（人工知能）には身に付けることのできない主体性・協働性・

創造性を高めてください。 

 

結びに、都路中の生徒会活動が、皆さんの未来を創り出すことに貢献できるこ

とを期待して、私の挨拶といたします。 


